
「未来に伝える山形の宝」とは？
　　　　  先人からの贈り物、未来への預かり物

宝の登録件数／21市町村22団体（平成29年４月１日現在）
紹介ブース／６月17日㈯（場所：荘内銀行前）

山形県では、地域における歴史・文化・自然など共通するテーマで結びついた複数の文化財の
保存と活用の取組みが一体となったものを「未来に伝える山形の宝」として登録しています。

地域にのこる
たくさんの文化財を
「守り」「活かす」取組み
を一緒に考えませんか

「未来に伝える山形の宝」ポータルサイト
※県内の文化財に関すること、催し物等を紹介しています。　　

詳しくはWEBでチェック！
http://www.yamagata-takara.com

未来に伝える山形の宝 検索

村山

最上

置賜

庄内

村山

最上

置賜

庄内

谷柏田植踊

新庄まつりの山車行事
うち祭り囃子
舟渡獅子踊り

杉沢比山

（谷柏田植踊保存会）

（本合海囃子若連）

（舟渡獅子踊り保存会）

（杉沢比山保存会）

上山藩鼓笛楽（上山藩鼓笛楽保存会）
幸生大黒舞（幸生小学校郷土クラブ）
義経・弁慶太鼓（瀬見温泉伝統芸能保存会太鼓部会）
堀内こども田植え踊り（堀内こども田植え踊り保存会）
亀岡念仏踊り（亀岡念仏踊り保存会）
萩野子獅子舞（萩野子獅子保存会）
藤島稲魂（いなづま）太鼓（藤島児童館和太鼓教室）
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第６回  日本一さくらんぼ祭り

山形市七日町大通り路上ステージ ２箇所
平成29年 月 日（土） 10：30～16：30

問い合わせ先／山形県教育庁文化財・生涯学習課　TEL.023-630-3341
平成２9年度

文化庁　文化芸術創造活用
プラットフォーム形成事業

小国町
白鷹町

寒河江市

上山市

山形市

新庄市

高畠町

酒田市

遊佐町
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※雨天時は山形市立第一小学校体育館（裏面地図をご覧ください）

（予定）

●七日町大通り地図

●タイムテーブル
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※雨天時は山形市立第一小学校体育館での開催になります。※各ステージとも団体の出演時間が変更になる場合があります。
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第６回　日本一
さくらんぼ祭り
山形県は４つの地域に分かれ、地域ごとに民俗芸能をはじめとする豊かな文化を育んできました。
第６回日本一さくらんぼ祭り「ふるさと芸能のつどい」では、各地域から特色のある民俗芸能団体12団体に
出演していただき、民俗芸能が持つ豊かな魅力の一端に触れていただきます。

山形市谷柏地区に伝承される谷柏田植踊は、ここ
20数年ほど途絶えていました。しかし、昨年10月
に東北文教大学の学生たちと、南山形地区に在住
する方々が手をたずさえ、唯一ビデオを手がかり
に練習を重ね、みごと復活させました。

日本一さくらんぼ祭り「ふるさと芸能のつどい」によせて
菊地  和博

　10年以上も前から「ふるさと塾」活動に励んでいる山形の子どもたち。笛や太鼓、舞いや踊りなどの民俗芸能を地域
から学び、継承しています。ふるさと・郷土への誇りや愛着心を身につけた子どもたちは、元気そのもの。また優しい
まなざしで子どもたちを指導するのは、地域の大人たち。毎年、郷土が誇る芸能を子どもと大人が共に披露する場、そ
れが「ふるさと芸能のつどい」です。今年で６回目を迎え、皆さまの大きな拍手が、さらに地域と子どもを育てます。

東北文教大学短期大学部総合文化学科　特任教授
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当日の演目／寄せ太鼓　お正月
定期公演情報／10月第１日曜（東北文教大学「大学
祭」２日目） 12:00頃  東北文教大学・８号館前中庭

幸生鉱山が栄えていた頃の江戸時代に生まれた踊
り、 「幸生大黒舞」。地区に伝わる伝統の踊りを、
幸生小学校の児童16名がふるさと幸生の発展を
願って踊ります。どうぞ、ご覧ください。
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当日の演目／幸生大黒舞
定期公演情報／９月17日　寒河江駅前広場

上山藩鼓笛楽は、戊辰の役の頃に上山でフランス
式の軍隊調練を行った折に奉奏されたことが始ま
りと伝えられます。その後一時中断したものの、
昭和２年に復活し、上山市の無形文化財に指定さ
れました。
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当日の演目／①早足　②礼式　③遅足
定期公演情報／「秋祭り 三社神輿渡御行列」
９月17日　13:00～　上山市内
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1756年に藩主の戸沢正諶が、飢饉で苦しんだ領
民を励まし五穀豊穣を願い天満宮で行った祭礼が
起源です。神輿渡御行列に続き鮮烈な色彩を放つ
20台の山車は、勇壮なまつり囃子の音色ととも
に市内を練り歩きます。
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当日の演目／新庄まつり囃子　宿渡り　羯鼓
定期公演情報／８月24～26日  新庄駅前通りほか
市内一円

踊り手４人で始まった田植え踊り。20年前ふる
さと総合学習として全児童で取り組めるよう田植
え前の作業を加え道具・服装・方言を忠実に再現。
統合により学校主体から校外活動となり地区民一
同で伝承保存に務めています。
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当日の演目／正月　四方かため　あがりはか
定期公演情報／９月９日  12:45～ ※多少の時間変更あり
アユパークふながた 十二河原河川公園特設ステージ

瀬見温泉開湯伝説を後世へと平成２年に瀬見町内
の有志で活動をはじめ、その伝統芸能を子供たち
にも継承し、地元への誇りを持ってほしいと瀬見
の小学生に教え始め十数年。彼らが力強く叩く太
鼓の調べをお楽しみください。
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当日の演目／義経・弁慶太鼓（子供太鼓）
定期公演情報／「瀬見祭」 ８月31日　19:00～
瀬見温泉特設ステージ

舟渡地区は小国町中心から北へ６㎞程の所にある
集落で、江戸時代初めに越後領内から獅子踊りが
伝えられたと言われています。伝統芸能を保護・
伝承していこうという住民の思いは熱く、全戸の
協力を得て活動しています。
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当日の演目／入庭　一番庭　はね太鼓　等
定期公演情報／隔年９月第２週日曜  10:30～（予定）
舟渡活性化センター

白鷹町萩野に庭渡大日堂があり、毎年８月14日に祭礼
が行われ、獅子舞が奉納されています。昭和53年に小
関太郎氏より獅子頭の贈呈を受け、萩野子獅子保存会
が結成されました。獅子舞は7・5・3の暴れ獅子と言わ
れています。祭礼には、親と子の獅子舞を奉納するほか、
依頼を受けると町内外に出向き、舞を披露しています。
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当日の演目／萩野子獅子舞
定期公演情報／８月14日　18:30～　白鷹町萩野
地内　庭渡大日堂

にわたりだいにちどう

亀岡文殊尊に鐘楼堂と観音堂を建立した待定法師
が、享保16年７月17日に47才で入寂されました。
翌年より命日に法師の冥福を祈り供養のため念仏
踊りが奉納されています。地元の小学生に対し踊
りや笛の指導をするなど、この文化を継承するた
め活動しています。
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当日の演目／道行　入羽
定期公演情報／「待定坊墓参と念仏踊り奉納式典」
７月15日　8:30～　亀岡文殊大聖寺境内
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杉沢比山は、遊佐町に伝わる古い舞です。すっき
りと洗練された型、水際立った鮮やかな舞い振り
が高く評価されており、国の重要無形民俗文化財
にも指定されています。連綿と引き継いできた保
存会の舞をご覧ください。
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当日の演目／三番叟　鳥舞
定期公演情報／８月15日　19:00～　杉沢熊野神
社境内

1762年に薬師神社に奉納したのが始まりといわ
れ、日本神話を演目に悪疫退治と豊作祈願に毎年
薬師神社に奉納されます。落野目に無くてはなら
ない伝統文化として、小中高生から大人まで伝承
活動に携わっています。
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当日の演目／伊邪那岐神　伊邪那美神
定期公演情報／５月４日 13:30～ 落野目薬師神社

藤島児童館和太鼓教室は、昭和61年に設立。現在
小学１年生から６年生までの約20名が教え合い、
支え合う姿が温かい“いなづま太鼓”です。和太鼓
を愛する三浦先生のご指導のもと、今年も元気
いっぱい心一つに頑張ります。
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当日の演目／芭蕉ばやし　旋風　絆
定期公演情報／「さなぶりまつり」 ６月25日
13:00 ～　藤島地域活動センター
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